
２０１１年７月２１日

eWINGのご紹介
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１．eWINGのご紹介

eWINGをご紹介します。御社データウェアハウスのレポーティングシステムとしてご導入を検討
下さい。

eWINGとはWebアプリケーション作成パッケージであり、開発ツールとしてのDeveloperStudioと、
Webアプリケーション本体から構成されます。

eWINGはノンプログラミングでの開発を目指したシステムです。詳細は「２．eWINGのMVCモデ
ル」で説明いたします。

①

 

御社のデータベースに新たなテーブルを追加する事はありません。

eWINGはAndroid OSに搭載されているリレーショナルデータベースシステム『sqlite』を採用

しています。

 

DeveloperStudio よりsqliteデータベースに設定情報を格納し、この情報を

基にWebアプリケーションでレポートを表示します。

②

 

表示できるレポートは以下の３パターンあります。
　　　　ⅰ．標準レポート（Excel　Sheetのイメージで表示）
　　　

 

ⅱ．レイアウト定義のレポート
　　　　　　

 

Excelで作成したレイアウトに従ってレポート出力されます。

 

　　　　　
　　　　ⅲ．ドリルダウンレポート(上記ⅰ、ⅱの両方可能)
　　　　　　累計データから詳細データへと対象を絞り込んで掘り下げていく事ができます。
　　　　　

レポーティングシステム
ｅＷＩＮＧ ブラウザでデータを確認しながら、

日常業務を遂行する。
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１．eWINGのご紹介

eWINGはシステム負荷を抑えるために、セッション管理機能及びキャッシュ機能を使用していま
す。詳細は「３．eWINGのセッション管理」で説明いたします。

「４．eWINGの機能説明」にて、eWINGを導入することで『何ができるのか』を説明いたします。

　　　その後、「５．DeveloperStudio（開発ツール）」にて、実際の設定方法を説明し、ノンプログラミン

 グを実感して頂きます。

　　　eWINGのアピールポイントとして、

 

Excelテンプレート機能が挙げられます。

　　　★　Excelテンプレート機能（

 

レイアウト定義）

 

⇒⇒

 

レポートを画面表示

 

⇒⇒

 

PDF＆Excel出力

　　　①　Excelでレイアウトを作成し、それをもとにレポートを出力する機能をサポートしています。

　　　②　上記レポートをPDFに出力することも可能です。

　　　この機能は設計書からWEBアプリケーションを作成するという利点もあります。

『Sort/Filter/Column（可視・非可視）/Outputter(ファイル出力）/Chart』のファンクションボタンを
標準装備しています。

ファイル出力にはTEXT（タブ区切り・カンマ区切り）、XML、PDF、Excel形式をサポートし、２次
利用も可能にしています。

御社のデータベースが複数に分散している場合、eWING内部のデータベースに統合してトータ
ル的な観点からのレポートを作成することができます。

eWINGを導入することで、低コストでのWebアプリケーション構築が可能になります。

　　　クライアントシステム（VB,PB）をWebアプリケーションにマイグレーションするケースで有効になり

 ます。
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eWINGが目指したモデルを、「StrutsによるMVCモデル」と対比して説明します。

２．eWINGのMVCモデル

図1 StrutsによるMVCモデル

eWINGでは、上記Strutsのアクション・フォーム/アクション・クラス/JavaBeans(Model)/JSPページ(View)

の作成が不要です。

（Web Application開発用言語であるJavaやJSPでのコーディングは一切ありません）

eWINGのモデルは次ページ　図２に示します。
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２．eWINGのMVCモデル

図２　MVCモデル

リクエスト
サーブレット

View Model

Controller

EWingModeler

コンポーネントの呼び出し

EWingRender

ブラウザに
表示

設定情報
（Sqlite)

DeveloperStudio

・Database設定
・Query定義

・Criteria定義
・Report/LinkReport定義

eWING本体にはControllerはもちろん、ModelとViewの機能が含まれています。開発者はModelと

 ViewをDeveloperStudioにて設定する事になります。

この設定情報はsqliteデータベースに格納されます。
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３．eWINGのセッション管理

セッションの管理は、セッションID(SID)と呼ばれる識別情報をWebアプリケーションがWebブラウザに

 通知することによって行われます。ブラウザは、Webサイトにアクセスする際、毎回このセッションIDを

 添えてHTTPリクエストを送り、Webアプリケーションは同じセッションIDのHTTPリクエストを送ってくる

 相手を同一のWebクライアントと見なします。

ログイン

クエリー結果
をセッションに保持
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３．eWINGのセッション管理

eWINGではクエリー結果をセッションに保持し、ドリルダウンレポートやファンクションボタン要求時に

 再度データベースアクセスしないようにしています。

このため、ユーザー毎のクエリー結果を保持するため
「同時アクセスユーザ×平均検索レコードサイズ」のメモリを使用しますが、
大量メモリ消費を防ぐために、表示レコードの件数に制限を設定することができます。

ドリルダウンレポート
ファンクションボタン
　・ソート機能
　・フィルター機能
　・ファイル出力
　・チャート出力

セッションに保持
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４．eWINGの機能説明

eWINGにはログイン画面、メニュー画面、ビュー画面があります。ます最初に各画面イメージと用語を

 説明します。

ログインモード

メニュー

ファンクション
ボタン

レポート

検索
パラメータ

カラム(列)

レポートグループ
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４．１

 
セキュリティ機能

レポートグループに
セキュリティ設定

レポートに
セキュリティ設定

多数のレポートを誰に見せるのかのセキュリティ上の問題を解決するために、ユーザ毎にレポートアク

 セス権限の設定が可能です。
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４．２

 
標準レポートの機能

Next/Backのページ制御

①　１ページに表示するレコード数を指定することでページのNext/Back制御が可能です。



11

グループキーごとに集計行が表示されます。

４．２

 
標準レポートの機能

②　グループキーごとに集計行を表示することが可能です。
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４．２

 
標準レポートの機能

③　カラム(列）のラベルや表示の形式などを設定できます。
　　・データベースのカラム名からレポートに表示するラベルへ変換します。
　　・昇順・降順の並び替えをカラムに付与されたボタンで行えます。
　　・数値型のフォーマットやカラム幅などを設定できます。

送料のカラムにはカンマ編集とWidth指定をしています。

★　カラム(列）はレポート毎に設定する必要はありません。複数のレポートで同一データベースの
カラムを参照しているケースでは１回設定すれば、全てのレポートに反映されます。
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４．３

 
ドリルダウンレポートの機能

①　ドリルダウンレポートにリンク元レポートの情報を表示できます。
②　リンク元に戻らないで、Back/Nextが可能です。

ドリルダウンレポート
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４．４

 
レイアウト定義レポートの機能

①　Excelテンプレート機能でレイアウト定義することで、複雑なレポートも作成できます。
②　グループキーによるページ制御も可能です。（下記の例では受注Noがグループキーになっています）

グループキーによるページ（BACK/NEXT)の制御
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４．５

 
ファンクションボタンの機能

クエリー結果に対する操作をファンクションボタンにて提供しています。
　　　①　ソート機能：昇順・降順での並び替え
　　　②　フィルター機能：フィルター条件での絞り込み
　　　③　カラムの可視・非可視機能
　　　④　ファイル出力機能：

 

TEXT（ダブ区切り・カンマ区切り）、XML、PDF、Excel形式での出力
　　　⑤　チャート出力機能：折れ線グラフ、棒グラフ、円グラフの表示
　　

 

⑥　データImport機能：他のデータベース＆テーブルにデータをＩｍｐｏｒｔする機能

ファンクションの組合せとして、「カラム可視・非可視の設定を引継いでファイル出力」、

　　「チャートのＰＤＦ出力」をサポートしています。
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４．５．１

 
ソート機能

「ソートの指定」はデフォルトでは３個ですが
任意に増やすことができます。
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４．５．２

 
フィルター機能

「抽出条件の指定」はデフォルトでは３個ですが
任意に増やすことができます。

選択
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４．５．３

 
カラムの可視・非可視機能

得意先_コードと担当者のチェックをオフ

ファイル出力の項目を任意に変更したい場合に
使用します。
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４．５．４

 
ファイル出力機能（標準ファイル出力）

ファイル出力後の２次利用が可能です。
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４．５．４

 
ファイル出力機能（レイアウトを使用した出力）
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４．５．４

 
PDF出力（ロゴ表示）

イメージファイルはヘッダーと上マージンの間又はフッターと

 
下マージンの間に自動縮小して表示します。

イメージの大きさを変更するには、この間隔を調整します。

${Image：イメージファイル}で指定
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４．５．４

 
PDF出力（テンプレートの選択）

テンプレートはWeb AP Server又はローカルPC
から選択できます。

パターン１ パターン２
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４．５．５

 
チャート出力機能

上位N件表示を指定した場合、ソート後に

チャートを表示します。

円グラフで比率を表示する時に有効になり

 
ます。
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４．５．５

 
チャート出力機能

「その他の設定」で
　①　クロスChartをYesにしたケース
　②　Bar Chartを水平線にしたケース　　　をご覧下さい

クロスChartとはX軸と凡例を逆にして表示します。

複数項目を選択した時に見栄えが良くなります。
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４．５．５

 
チャートをＰＤＦ出力

レポートとチャートを結合してＰＤＦ出力も可能です。
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４．５．６

 
データImport機能

　御社のデータベースが複数に分散している場合、eWING内部のテーブルにImportしてデータベー
スを統合することができます。

　御社のデータベースが正規化されており、複数のテーブル間でリレーションが張られている場合、
ｅＷＩＮＧ内部のテーブルにＩｍｐｏｒｔすることでレポート作成が容易になります。
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４．６

 
eWINGの複数閲覧

eWINGはポップアップウィンドウを使用せず同一フレームに表示する事で、複数ブラウザウィンドウで

 の閲覧を可能にしています。
　ドリルダウン機能　⇒　同一フレームに表示（TAB制御）
　ファンクションボタン　⇒　インラインフレームで同一フレーム表示

TAB制御

インラインフレームで表示
（タイトルをドラッグして
移動できます）

ドリルダウン
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４．７

 
更新処理の作成

eWINGはノンプログラミングでレポーティングシステムを構築すること謳い文句にしています。
しかしながら更新処理のサポート要求がないわけではありません。苦渋の選択として更新処理を呼び

 出すインタフェースだけは用意しました。

${form}<input type="text" name="price${row}" size="5" value="${DATA:UnitCost}" >

レイアウト定義でinput領域を定義します

実際の更新処理はユーザが作成します。
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５．DeveloperStudio（開発ツール）

Developerサイト管理

Menu定義

ReportGroup

LinkReport定義

Query定義

Criteria定義

Function設定

QueryCondition

ChoicesReport定義

Column設定

Database設定

LoginMode設定UserGroup設定

Settingサイト管理

User設定
（任意）

eWing設定

Menu定義

AccessLevel設定

DeveloperStudio
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５．DeveloperStudioの操作

サイト管理で処理を選択すると、「変更リスト」画面が表示されます。

第１カラムを曖昧検索

フィルタ機能

第１カラムをクリックすると各変更画面に遷移します。

★　太字は必須入力です。

Report定義より関連するQueryやCriteria定義画面に遷移できます。
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５．１

 
ユーザ管理とセキュリティ機能

レポートアクセス権限の設定はUserのUserGroupとAccessLevelでReportGroupやReportにセキュリテ

 ィ設定します。

User

UserGroup
（所属）

AccessLevel
（役職等の権限）

ユーザごとに　UserGroup（所属）と
AccessLevel（役職等の権限）を設定

レポートグループやレポートに
アクセス権限(セキュリティ)を設定

UserGroupでReportGroupにセキュリティ設定

AccessLevelでReportにセキュリティ設定
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５．１

 
ユーザ管理とセキュリティ機能

ユーザ管理は「eWING設定情報」又は「御社の業務システム」どちらを使用するかを選択できます。

SELECT RIGHT('0000' + CONVERT(varchar, 従業員1TBL.従業員コード１),4) 
+ RIGHT('000' + CONVERT(varchar, 従業員1TBL.従業員コード２),3) AS USER_ID,

従業員3TBL.パスワード

 

AS USER_PASSWORD, 従業員1TBL.氏名漢字

 

AS USER_NAME,
従業員3TBL.メニューＩＤ

 

AS USER_GROUP,
(CASE 従業員3TBL.システムアクセスレベル

 

WHEN 9 THEN 'ADMIN' ELSE 'GENERAL' END) AS 
ACCESS_LEVEL,
CONVERT(varchar, 組織TBL.所属営業所コード１) + RIGHT('00' + CONVERT(varchar, 組織

 

TBL.所属営業所コード２),2) AS ACCESS_KEY,
(CASE 従業員3TBL.システムアクセスレベル

 

WHEN 9 THEN 'y' ELSE 'n' END) AS ADMIN_ROLE

USER_ID

USER_NAME
御社のデータベースでユーザ認証を行う場合にSQLとカラム名を
設定します。
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５．２

 
ログインモードとデータベース設定

ログイン画面でモードを選択します。デフォルトの接続データベースはログインモードに指定します。

 しかし、あるレポートは別のデータベースに接続したいケースがあります。その場合はQueryでデータ

 ベースを選択して下さい。

ログインモード

Database設定
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５．３

 
メニュー設定

ログインモード毎にメニューを設定します。

Menu定義 メニュー
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５．４

 
Viewの設定

Viewの設定には「検索パラメータの設定、レポートの設定、カラムの設定」があります。
また、レイアウト定義のレポートはExcelテンプレートを作成します。　

Viewの設定

DeveloperStudio

・Report/LinkReport定義
・Column設定

・Criteria定義
・Choices定義

Modelレポート

検索
パラメータ

・Query定義

カラム(列)
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５．４．１

 
検索パラメータの設定

検索パラメータはModelのQuery定義に渡す抽出条件になります。eWINGではCriteria定義で検索パ

 ラメータを設定します。

検索パラメータの
表示クラスを選択

デフォルト値の設定

必須入力・選択必須
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５．４．１

 
検索パラメータの設定

Choices定義画面

データベースからも選択肢を作成できます。

検索パラメータにマスタ検索用のボタンが付与され、
このボタン押下で画面に一覧が表示されます。
「選択」することで検索パラメータがセットされます。
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５．４．２

 
レポートの設定

レポートは、Report定義とLinkReport定義（ドリルダウン）で設定します。

ドリルダウンにリンク元レポートの情報を
表示する機能

グループキーや１ページに表示するレコード数でブロック表示する機能

レイアウト定義を指定
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５．４．２

 
レポート設定の結果①

ドリルダウンにリンク元レポートの情報を表示

グループキーによるページ（BACK/NEXT)の制御

レイアウト定義



40

５．４．２

 
レポート設定の結果②

１ページに表示するレコード数によるブロック表示
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５．４．２

 
レポート設定の結果③

標準レポートにグループ設定した場合はグループキーごとに

集計行が表示されます。
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５．４．２

 
レポート設定の結果④

LinkReportはインラインフレーム表示も可能です。
（マスタ照会などで有効です。）
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５．４．３

 
カラムの設定

レポートのカラム（列）をColumn設定で行います。
　データベース（Model)のColumn Nameからレポートに表示するColumn Labelへの変換
　可視/非可視のデフォルト設定が可能（Columnファンクションで変更できます）
　昇順・降順の並び替えをカラムに付与するかどうかの設定が可能
　数値型の集計を行うかどうかの設定が可能
　FormatやStyleの設定が可能

補足：styleの形式
文字色・背景
color･････････････････････文字色（前景色）を指定する
background-color･･････････背景色を指定する

　　　フォント
font-style････････････････フォントをイタリック体・斜体にする
font-weight･･･････････････フォントの太さを指定する
font-size･････････････････フォントのサイズを指定する
font-family･･･････････････フォントの種類を指定する

　　　テキスト
text-align････････････････行揃えの位置・均等割付を指定する
text-justify･･････････････均等割付の形式を指定する（IEが独自に採用）
vertical-align････････････縦方向の揃え位置を指定する
text-decoration･･･････････テキストの下線・上線・打ち消し線・点滅を指定する
white-space･･･････････････ソース中のスペース・タブ・改行の表示の仕方を指定する
letter-spacing････････････文字の間隔を指定する
word-spacing･･････････････単語の間隔を指定する

Columnを使用している対象

 
Queryを把握
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５．４．４

 
Excelテンプレートの作成

Excelテンプレートでユーザ独自レイアウトのレポート作成します。　（詳細はExcelテンプレート
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　機能を参照して下さい）

文字色や背景色、「セルの書式設定」で文字の配置・

 
セルの結合・フォントサイズの設定が可能です。またセ

 
ル幅は広げたり狭めたりしています。

Excelテンプレートには以下の２つの用途があります。
①　ユーザ独自レイアウトのレポートが作成できます。
　　⇒　Excel書式を読み取り、Modelとマッピングして
　　　　レポートを表示します。
　　⇒　レポートをそのまま、PDFやExcelに出力できます。
②　標準レポートより任意のレイアウトでPDFやExcelに
　　　出力できます。
　　⇒　Outputterでテンプレートを指定します。
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５．５

 
Modelの設定

ModelはQuery定義で設定します。
　Criteria定義の検索パラメータでSQLを組み立てます。
　<parametergroup>で各パラメータのAND／OR関係ごとにグループ化します。
　 <parameter>でCriteria定義と紐づけます。
　<>は使用できませんので、>は[&gt;]に<は[&lt;]にエスケープが必要です。

<parameter>間のAND/OR関係

<parametergroup>間の
AND/OR関係

<parameter>間のAND/OR関係
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６．Excelテンプレート機能

独自レイアウトのレポートや任意レイアウトでの帳票を作成する時にExcelテンプレートを使用します。
テンプレートはレイアウト定義部分と設定シートから構成されます。レイアウト定義はExcelセルに下記
「セルに設定できる書式」の形式で記述し、設定シートでグループヘッダー・ラベル・繰り返しのデー

 タ部分・グループフッターの行（ROW)を指定します。

■セルに設定できる書式
①

 

${Data:Column Name}
②

 

${SumData:Column Name}
③

 

${Label: Column Name}
④

 

${Parameter:Parameter id}
⑤ ${=}Excel関数
⑥

 

${row}、${maxrow}

　Data,Label,Parameterは大文字・小文字を区別しませんので、
　　例えばData/DATA/dataどれでも構いません。

　SumDataは集計レコードからマッピングします。
　${row}、${maxrow}はExcel出力時しか使用できません。

　　上記の例では小計を「${=}E${row}*F${row}」と設定すれば、Excelに
　　出力後、数量を変更すれば、それに連動して小計も再計算されます。

グループヘッダー

グループフッター
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　ツールバーや「セルの書式設定」で文字色や背景色、文字の配置・セルの結合・フォントサイズ
　　を設定します。また、セル幅を広げたり狭めてレイアウトを定義します。

６．Excelテンプレート機能

①　レイアウト定義のレポートやPDF出力ではフォント名は有効ではありません。
②　設定シートで指定した行（ROW）の範囲は自動的に罫線が付与されます。
　　ユーザ設定が有効になるのはレポートヘッダー・フッター部分です。
　　同様に行の高さを変更できるのもレポートヘッダー・フッター部分になります。
③　ボールド・イタリック・アンダーライン・打ち消し線もサポートしています。
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６．Excelテンプレート機能

　ページ設定で用紙の向き、用紙サイズ、余白、ヘッダー・フッターの指定を行います。
　ページヘッダー・フッターには日本語の使用も可能です。

　イメージファイル（ロゴ）の貼付も可能です。
　イメージファイルと文字の位置を合わせるときには文字飾りを使いください。

　　
　　

${Image：イメージファイル}で指定
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６．Excelテンプレート機能

　四則演算のサポート

上記の例ではQuery結果には送料(Carriage)と受注金額(Total)しかありません。送料＋受注金額を

 表示する時に「四則演算」を使用します。
形式：${=}${DATA:Column Name}演算子(+-*/)${DATA: Column Name}
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７．eWINGのカスタマイズ

　リソースファイルのカスタマイズ
　　

 

eWINGで出力されるメッセージやボタンの名称はリソースファイル化しています。
　　このファイルを変更することでカスタマイズが可能になっています。
　

 

　下記の例はファンクションボタンの日本語化とエラーメッセージを変更しています。

SortFunction.Sort=ソート
FilterFunction.Filter=フィルタ
ColumnFunction.Column=カラム制御
DownloadFunction.Download=ダウンロード
ChartFunction.Chart=グラフ出力
PdfFunction.Pdf=PDF出力
InvalidUserException.message=ログインできません
InvalidPasswordException.message=ログインできません

SortFunction.Sort=Sort
FilterFunction.Filter= Filter
ColumnFunction.Column= Column
DownloadFunction.Download=Outputter
ChartFunction.Chart= Chart
PdfFunction.Pdf=Jasper Report
InvalidUserException.message=User ID 未登録です
InvalidPasswordException.message=Passwordが違います

C:¥TomcatHome¥webapps¥eWing¥WEB-INF¥classes¥resource¥Japan.properties
をエディターで呼び出して下さい。その後下記のように変更

DOSコマンドで以下を実行して下さい。
cd

 

C:¥

 

TomcatHome¥webapps¥eWing¥WEB-INF¥classes¥resource
“C:¥Program Files¥Java¥jdk1.6.0_22¥bin¥native2ascii.exe”
Japan.properties EWingResource_ja.properties

Tomcaｔの再起動
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７．eWINGのカスタマイズ

　ＣＳＳファイルのカスタマイズ
　　

 

eWINGのカラーは（C40%,M100%,Y70%）を基調にしております。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 

（Login画面、Menuタイトル、Ｒｅｐｏｒｔタイトル等）
　　eWINGでは上記カラーを含め、ＣＳＳ（Cascading Style Sheets）を変更する方法を開示して
　　おりません。唯一カスタマイズ可能なのは、レポート各行の背景色を設定できることです。
　　サンプル版では商品分類毎に背景色を設定しています。これを例にして、ＣＳＳファイルの
　　カスタマイズを説明します。
　　　⇒

 

Query定義にEWING_ROWという予約語を記述し、その値をMain.cssに設定します。
　

/* カスタマイズ
商品分類コード
Product1=飲料

 

:bisque
Product2=香味料

 

:honeydew
Product3=菓子類

 

:lavender
Product4=乳製品

 

:snow
Product5=穀類、シリアル

 

:tan
Product6=肉類

 

:plum
Product7=加工食品

 

:lightskyblue
Product8=魚介類

 

:darksalmon

 

*/
TR.Product1 {

background-color: bisque;
}
TR.Product2 {

background-color: honeydew;
}
TR.Product3 {

background-color: lavender;
}
TR.Product4 {

background-color: snow;
}
以下省略

'Product' || m.ProductDivideCd  AS EWING_ROW

Main.css

Query定義

商品分類で背景色を設定
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８．その他の機能

　アクセスログ照会
　　ユーザランキング・レポートランキング・日々利用状況のアクセスログが照会できます。

　Active Session照会
　　現在ログインしているユーザ（Active Sesssion）が照会できます。

　eWING Config置換
　　

 

Tomcaｔを再起動しなくても設定情報（eWing.db）の置換を可能にしています。
　Show Query機能

　　eWINGで実行したQuery/StoredProcedureを照会できます。

　　以下に上記機能を実行可能なAdmin権限と開発者権限のマトリックスを示します。

Admin
権限

開発者
権限

アクセスログ照会
AcitiveSession照会

Config置換 ShowQuery
（Debug機能）

○ ○ 可 可 可
○ × 可 不可 不可
× ○ 不可 不可 可
× × 不可 不可 不可
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９．Applicationサーバ

Tomcat5.5系

eWing.war（Webアプリケーション）

Apache2.2系

mod_proxy

mod_python

Python2.5.2

DeveloperStudio（開発ツール）

JDK1.6

　Developer環境

設定情報
（Sqlite)

　Production環境

JDK1.6

Tomcat5.5系

eWing.war（Webアプリケーション）

設定情報
（Sqlite)

① JDKインストール
② Apacheインストール
③ Tomcatインストール
④ Pythonインストール
⑤ mod_pythonインストール

eWINGとDeveloperStudioで

設定情報を共有

設定情報をProduction環境にコピー
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問合せ先

　問合せ先
　　　eWINGに関するお問合せは、以下の電話、FAX、またはメール宛に
　　お願いいたします。
　　　メール、FAXでお問合せいただきました内容につきましては、
　　担当者から折り返し連絡をさせていただきます。

　■

 

電話、FAX
　　　株式会社　ナノソフトウェア
　　　TEL：０３－５８２５－３４６６
　　　FAX：０３－５８２５－３４６７
　　　

　■

 

お問合わせ
　　　

 

西原　和義
　　　

 

Email:nishihara@nanosoft.co.jp

　■ホームページURL、住所・連絡事務所
　　

 

URL　

 

：

 

http://www.nanosoft.co.jp/
　　住所

 

　 ：千葉市緑区越智町705-269

連絡事務所：東京都千代田区岩本町2-5-10
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